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・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-134
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・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N102-2,N102-3
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産総研ブーマー N102-2,N102-3
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※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである 2-13-105
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産総研ブーマー N26,N26-2
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産総研ブーマー N26,N26-2
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2-13-107※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-133
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2-13-108・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N25-2
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産総研ブーマー N25-2
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2-13-110※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-13W②
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2-13-111・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N24
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産総研ブーマー N24
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2-13-113※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-132
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2-13-114・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N23
SSE→←NNW
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産総研ブーマー N23
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2-13-116※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N22-2
SSE→←NNW
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産総研ブーマー N22-2
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2-13-118※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-131
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2-13-119・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N21-2
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産総研ブーマー N21-2
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2-13-121※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N102-4
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産総研ブーマー N102-4
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2-13-123※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N20
SSE→←NNW
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産総研ブーマー N20
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2-13-125※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N19-2,N19-3,N19-4
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産総研ブーマー N19-2,N19-3,N19-4
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2-13-127※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-130
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2-13-128・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N18
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産総研ブーマー N18
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2-13-130※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N17
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産総研ブーマー N17
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2-13-132※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-129
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2-13-133・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N16
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産総研ブーマー N16
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2-13-135※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N15,N15-2
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産総研ブーマー N15,N15-2
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2-13-137※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-128
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2-13-138・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N14
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産総研ブーマー N14
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2-13-140※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N13-2,N13-3
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産総研ブーマー N13-2,N13-3
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2-13-142※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N102-6
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2-13-143※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N102-6
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地質調査所エアガン N-13W③

約5km約5km

0m

500m

1000m

(0.5sec)

(1.5sec)

(1.0sec)

1500m
(2.0sec)

0m

500m

1000m

(0.5sec)

(1.5sec)

(1.0sec)

1500m
(2.0sec)

NE→←SW NE→←SW

C

Q

D1

C

20:30

20:30

能登半島北部沿岸域断層帯

Q

D2

D1

D1

D2

猿山岬北方沖断層

2-13-145・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N12
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産総研ブーマー N12
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2-13-147※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

10ｋｍ50



産総研ブーマー N11,N11-2,N11-3
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産総研ブーマー N11,N11-2,N11-3
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2-13-149※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N10,N10-2
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産総研ブーマー N10,N10-2
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2-13-151※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N9
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産総研ブーマー N9
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2-13-153※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-126
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2-13-154・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N8
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2-13-156※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N7

約1km

D1

D1

ESE→←WNW

0m

100m

200m

(0.1sec)

(0.3sec)

150m
(0.2sec)

300m
(0.4sec)

50m

250m

350m

Ａ

B1

B2
B3

Ａ

能登半島北部沿岸域断層帯

B3

B1

C1

C1

B2

Ａ

C2

2-13-158※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N6
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2-13-160※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N5
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2-13-162※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N101
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2-13-164※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N4
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産総研ブーマー N4
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2-13-166※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N3
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産総研ブーマー N3
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2-13-168※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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北陸電力スパーカー No.1･S
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第1144回審査会合以降に追加したデータ
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産総研ブーマー N2
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2-13-171※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N1-2,N1-3
ESE→←WNW

0m

100m

200m

(0.1sec)

(0.3sec)

150m
(0.2sec)

300m
(0.4sec)

50m

250m

350m

No.108-1
No.1-2

No.107-1

2-13-172
10ｋｍ50



産総研ブーマー N1-2,N1-3
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2-13-173※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

10ｋｍ50



N3 N2 N1-2N101L10

北陸電力スパーカー No.108-1･S①

B2

B1

Ａ

←N S→

0m

100m

200m

(0.1sec)

150m
(0.2sec)

50m

0m

100m

200m

(0.1sec)

150m
(0.2sec)

50m

約500m

約500m

10ｋｍ50

N3 N2 N1-2N101L10

第1144回審査会合以降に追加したデータ
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音波探査記録 添付測線（FU1）
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海上保安庁スパーカー 断面線A-B（1）
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2-14-3
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである10ｋｍ50



地質調査所エアガン N-141
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2-14-4
・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 72(4)
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2-14-5
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 29(2)
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2-14-6
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-140S
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2-14-7
・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 25-1
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2-14-8
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 25(2)
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2-14-9
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

32 30

10ｋｍ50

2
5
(2

)



産総研ブーマー N40
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産総研ブーマー N40
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2-14-11
※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである10ｋｍ50



海上保安庁スパーカー 71-1（1）,71-1（2）
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2-14-12
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N39
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産総研ブーマー N39
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2-14-14※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 80-2
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2-14-15
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-13W
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2-14-16
・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 71（1）,71（2）
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2-14-17
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-14’
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2-14-18
・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 80(1),80(2)
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2-14-19
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N38
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産総研ブーマー N38
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2-14-21※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N103
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産総研ブーマー N103
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2-14-23※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 断面線C-D（1）
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2-14-24
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 81(1)
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2-14-25
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 82
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2-14-26
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N37
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産総研ブーマー N37
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2-14-28※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-138
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2-14-29
・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 83
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2-14-30
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 84(2),84(3)
S→←NS→←N
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2-14-31
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 70（2）
E→←WE→←W
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2-14-32
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 84-1
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2-14-33
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N36,N36-2
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産総研ブーマー N36,N36-2

D1

B2

B1

Ａ

C1

SSE→←NNW

D2

0m

100m

200m

(0.1sec)

(0.3sec)

150m
(0.2sec)

300m
(0.4sec)

50m

250m

350m

FU1

能登半島北部沿岸域断層帯

2-14-35※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 85
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2-14-36
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 86
S→←NS→←N
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2-14-37
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N35
SSE→←NNW
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産総研ブーマー N35
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2-14-39※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-137
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2-14-40
・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 87
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2-14-41
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである10ｋｍ50
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海上保安庁スパーカー 88
S→←NS→←N
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2-14-42
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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産総研ブーマー N34,N34-2
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産総研ブーマー N34,N34-2
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2-14-44
※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-137’
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2-14-45
・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 89
S→←NS→←N
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2-14-46
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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海上保安庁スパーカー 90
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2-14-47
・この図面は，海上保安庁水路部（現，海洋情報部）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

4547

10ｋｍ50

9
0



産総研ブーマー N33
SSE→←NNW
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産総研ブーマー N33
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2-14-49
※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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